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環 境 憲 章

[環 境 理 念]

株式会社暁精工所は、母なる星「地球」上で活動している一員としてその環境保全に貢献

する事は最低限の義務であり使命であると認識しています。地域社会・自然と調和し地球環

境と共生できる生産活動を可能なことから実施していくことにより、永続的な文明の発展と

豊かな社会の実現に寄与します。

[行 動 指 針]
株式会社暁精工所は、環境保全を企業活動の最重要課題の一つととらえ

技術的・経済的に可能な範囲で従業員全員の参加のもと行動します。

１． 省エネルギー、廃棄物のミニマム化、リサイクル活動および汚染予防活動を通じ

て、環境負荷の継続的な低減を図ります。

２．関連する環境の法規制の遵守はもとより、自らの責任において設定する管理基準を

掲げ、その実現に努めます。

３．環境負荷低減のための目的・目標を定め環境保全推進体制の維持・改善を継続的に

展開します。

４．環境教育を通じ全従業員の意識向上を図るとともに、一人一人が自らの責任でもっ

て環境保全活動を遂行できるよう啓発、支援を行います。

なお、当憲章は従業員並びに関係会社に周知し、社外の要求に応じて開示します。

以 上

２００１．４．１（第１版）

株式会社暁精工所

森 雄 治 郎代表取締役
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環境目的・目標一覧表

サ イ ト 目 的 サ イ ト 目 標

（2006年） ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

可燃物の削減

２６００kg／年 ２６００kg／年 ２６００kg／年 ２６００kg／年

→△３０％削減 →１０％削減 →２０％削減 →３０％削減

廃プラの削減

２４００kg／年 ２４００kg／年 ２４００kg／年 ２４００kg／年

→△３０％削減 →１０％削減 →２０％削減 →３０％削減



●ＭＳＤＳ（マテリアル・セーフティ・データシート）

化学物質による災害を未然に防止するために、工場で使用・取扱う及び出荷する

全ての化学物質に対してＭＳＤＳ〈化学物質の安全データシート〉を整備しています。

●ＰＲＴＲ

化学物質の環境への排出量を把握するため、ＰＲＴＲ（環境汚染物質の排出及び移

動量の登録）を手順書に定め、実施しています。

本年度は、法に定められた対象化学物質のうち工場で取扱いのある物質について実

施し、主務大臣に届出を完了しました。





６．平成１５年度　取組状況と実績①６．平成１５年度　取組状況と実績①６．平成１５年度　取組状況と実績①６．平成１５年度　取組状況と実績①

株式会社 暁精工所

　2002年度は、水道使用量の目標が低すぎた為(726m3)、2003年度は、目標を高めに設定し(484m3)工程内のリ
サイクル水を利用、トイレに節水弁を設置するなど地道な努力を展開してきましたが、生産、設備の増加により
達成できませんでした。
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電力使用量
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使用量 152,553 172,257 174,531 178,539 185,053 176,245 193,939 186,147 162,475 145,348 167,923 175,558 171,905 163,695 187,543
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　　　　水　道　使　用　量水　道　使　用　量水　道　使　用　量水　道　使　用　量 ＜目標＞
月平均　　484　ｍ３

　　　電　力　使　用　量　　　電　力　使　用　量　　　電　力　使　用　量　　　電　力　使　用　量 ＜目標＞
月平均　170,550KW
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2003年度　産廃処理量

2000年度 2001年度 2002/4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 2003/1月 2月 3月

特管廃液（㍑） 45,475 33,217 22,500 15,500 9,000 ##### 12,000 12,000 10,800 7,000 8,000 8,000 8,000 7,000

廃油（㍑） 333 900 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

汚泥（kg） 13,452 8,126 0 0 5,520 ##### 0 8,940 3,860 6,400 5,890 0 0 0

特管汚泥（kg） 0 518 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,380 0 0

特管油泥（kg） 1,235 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

可燃物 606 308 0 0 600 0 0 0 0 730 0 0 0 0
廃プラ 188 142 0 0 0 0 1,500 0 0 0 600 0 0 1,000

総量 61,289 43,211 22,500 15,500 ##### ##### 13,500 20,940 14,660 14,130 14,490 11,380 8,000 8,000

ダイオード生産実績 230,945 334,957 ###### ###### ###### ###### ######

その他 794 600 0 1,500 0 730 600 1,480 1,000 600

発生量㍑ 濃縮槽

ＢＵ・ＣＣＤ 切断スラリー 2,100 －

その他ｽﾗﾘｰ 8,300 －

洗浄 1,200 1,200

ｼﾞｪﾈ・ｲﾝﾅｰｿｰ 1,000 1,000

ﾈｵｾﾗﾑ 切断 0 0

洗浄 660 660

管ｶﾞﾗｽ 切断 500 500

洗浄 7,140 7,140

6,000 5,500

26,900 16,000

濃縮量 15,000

工　　　　　程

合　　　 計

油水分離処理

廃棄物Ｄ(特管廃液)

－

－

濃縮残液､上澄み
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500（油分）

1,000

－

10,400

－

２００４年３月度　暁精工所　工程別廃液状況２００４年３月度　暁精工所　工程別廃液状況２００４年３月度　暁精工所　工程別廃液状況２００４年３月度　暁精工所　工程別廃液状況

１．工程別廃液発生量
２００４年3月26日

(株)暁精工所　岡田
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－

－
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－

10,400
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各グループより安全環境推進委員を任命し、月１回会議を行っています。各グループより安全環境推進委員を任命し、月１回会議を行っています。各グループより安全環境推進委員を任命し、月１回会議を行っています。各グループより安全環境推進委員を任命し、月１回会議を行っています。

全体の状況や問題点等をグループを超えて発表・検討する場です。全体の状況や問題点等をグループを超えて発表・検討する場です。全体の状況や問題点等をグループを超えて発表・検討する場です。全体の状況や問題点等をグループを超えて発表・検討する場です。

又、委員を通じて全員で環境について考えていくよう力を入れています。又、委員を通じて全員で環境について考えていくよう力を入れています。又、委員を通じて全員で環境について考えていくよう力を入れています。又、委員を通じて全員で環境について考えていくよう力を入れています。

８．平成１５年度　取組状況と実績③

安全環境推進委員会（月１回実施）安全環境推進委員会（月１回実施）安全環境推進委員会（月１回実施）安全環境推進委員会（月１回実施）


